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 論文内容の要旨

 公益事業である日本の電力産業において、自由化が段階的に進められている。電力産業が規制下

 にあったころ、この産業への競争市場導入は、経済学の世界の中ではかえって非効率をもたらすと、

 かつては考えられていた。しかしながら世界の規制改革の潮流にあっては、もはや電力産業といえ

 ども例外とはなりえず、経済学のみならず、工学的にも競争4丁場導入は可能と判断された。さらに

 政治的な要請に押され先進諸国は電力白1-h化を断行したが、その流れに日本も大きな影響を受けた。

 幸い慎重に進められてきた日本の電力自由化のために、欧米各国のような大きな失敗を経験せずに

 済んだ。しかし電力自由化の流れは不可逆的で、さらに規制と競争が交錯する状態で、電力会社の

 経営の舵取りは難しい時代を迎えているといえる。自11、!化の巾で従来からの公益的課題を達成する

 には種々の矛盾。・、黛が露呈されて行くからである。

 本論文は2つの部分から構成されている。

 第1部では、本論文の議論の前提となる「公益的課題」、「'規制の理論」、「規制改11～二の理論」、「電

 力自由化」等のさまざまなテーマを、先行研究のレビューを中心としてまとめている。また、「規

 制と競争の交錯」という視点からの議論も行なっている。さらに、木論文第1部において論じられ

 る「電力会社の経営戦略」について、それが持つ宿命的な制約条件を示すことも口的とされている。
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 析を行なっている。まず、第1部とは異なる視。点から電力と市場の親和」1/llについて検討し、2005年

 4月に創設された日本卸電力取引所の仕組み、電力市場の制度、海外市場の状況等を詳細に観察し

 ている。

 次に、経営戦略としてのリスクマネジメントについて、近・年事業・会社にも広まりつつある統合リ

 スクマネジメントの考え方に基づいて電力会社への応川を検討している。具体的には、ファイナン

 シャルリスクとオペレーショナルリスクに分かれる電力会社のリスク要因を整理し、これらが「規

 制と競争の交錯」の中で独自のリスクマネジメントめ構築が必要なことを指摘し、「ミックス・ポー
 トフォリオ・マネジメント」ξいうキー概念を提案している。さらに、電力市場におけるファイナ

 ンシャルヘッジに関する意思決定についてリアルオプションのモデルを川いて検討している。そし

 て、電力会社特有の供給信頼度とこのような金銭価値に基づく意、思決定が相容れないこと、電力市

 場が未成熟であること等を指摘し、当面の方向性について考察した。また、全社戦略のなかでこの

 ようなモデルの活用法についても言及した。ここまで見て来た内容からは、従来とは異なる種類の

 リスクに対してマネジメントする必要性があることがあきらかになった。

 さらに、このような新たなリスクマネジメントを行なうにあたって、組織が持つ問題点について

 組織論の考え方に基づいて整理し、公組織の持つ間1勘lllとの比較も考慮しつつ、定性的にではある

 が、改善すべき問題点を浮き彫りにしている。

 最後に実際のリスクマネジメント体制を見た後、このようなリスクマネジメント休制構築の巧拙

 が、いずれ電力会社間の競争力格差につながる可能性を指摘した。

 第8章では、「マーケティング・アプローチ」から小売市場戦略における方法論について議論し

 ている。まず、基本的な問題としてマーケティングの定義についての変遷を検討し、自1.h化以前は

 商業マーケティングとは無縁の電力会社が、このような潮流をどのように捉えるべきかを論じてい

 る。そしてセールスとマーケティング機能が未分化の現状について書及し、電力ビジネスが課題と

 して持っている項目をマーケティング戦略の中で分解し、かつどのような展望が持てるかを簡単に

 検討している。

 次に、日本国内の電力小売市場の臼山化進展と市場構造を確認した一■しで、白山化対象の主に大口

 顧客向けの最新のソリューション・ビジネスと、規制下にある三kに一般家庭顧客向けのオール電化

 営業に関して、それぞれの現状の取り組みについて検討し、国内小売市場のllll題点や課題にも言及

 している。

 さらに、海外の電力会社へのインタビューに基づいた事例を紹介し、フィンランドのフォ一夕ム

 社とフランスのEDF社等の先進的な取り組みを検討したあと、最後に日本の電力会社におけるマー

 ケティングの今後の展望について'議論した。具体的には顧客ロイヤリティのための基本的な戦略は

 サービスマネジメントであることを確認し、地域独占企業の競争燦境下での顧客の囲い込みについ

 ての議論を行なっている。その後、進化させるべき領域と、従来から変わらぬ領域の仙i値を顧客に

 提示(可視化)する戦略について述べたあと、サステンションとイノベーションというキーワード

 で電力会社のマーケティングにおける2つの方向性についての論考を行なっている。
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 と競争の二1面にバランスよく光を当てつつ経営戦略のあり方を論じている点に大きな特色がある。

 また、第6章で提示された戦略的フレームワークも現代の電力会社に求められる経営戦略の諸条件

 を明確に示すものとして示唆に富むものといえる。さらに、後・'トの第7章以降では、国内外の電力

 会社における最新の経営戦略の動向や方法論が丹念に議論されており、当該業界における戦略の到

 達点と諸課題が明らかにされてい'る。以上の諸点から、本論文は博.一ト(経営学)の弓∫二位を授与する

 にふさわしい内容と判断されるため、「合格」である。、
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